
地球サミット(1992年)、SDGｓ採択(2015年)、そして今日

ー環境分野の広がりと質の変化ー

2022年10月

南川秀樹
（一財）日本環境衛生センター 理事長

中国、環境と開発委員会国際委員

元 環境省事務次官



2



国際連合広報センター（最終アクセス日2022年10月11日）
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Ⅰ．気候変動、地球温暖化

日本経済新聞2022年9月15日
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The U.S. Is the Biggest Carbon Polluter in History. It Just Walked Away From the Paris 
Climate Deal.
By JUSTIN GILLIS and NADJA POPOVICH JUNE 1, 2017

The NewYork Times
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EVの議論で念頭に置くべきこと
1.背景にある出来事

①VWディーゼル・ゲート事件：2015年、排ガス測定不正事件

翌年からEUはEVを強力に推進

②アメリカ加州の2035年内燃エンジン販売禁止方針

(2022年8月)過酷な大気汚染に悩まされてきた加州は独自規制の権限

不安要素：・訴訟 ・20世紀終盤の加州EV導入の失敗

2.Scarcity of Critical Metals and other Minerals used in Batteries

Lithium, Cobalt, Nickel

・地政学的リスク ・大量生産で電池価格は下げられるのか

3.環境、事故

①事故の多発：リチウムイオンバッテリーの廃棄物収集運搬過程、

ごみ処理施設での発火事故の多発（スマホ、PC、加熱たばこ）

②EVによる発火事故：日産のリサイクル管理、他国での生産EVの発火事故
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風力発電

〇主要な市場が陸上風力から洋上風力へ移行している
・規模の拡大（陸上は10本程度、洋上は100本程度）
・価格の低下（原発よりも安価）

〇着床式洋上風力は水深15-30mが立地の適地
東北地方、九州北部などでの開発計画の具体化
再エネ海域利用法による支援

〇日本のプラントメーカーの撤退
日立の撤退、三菱重工の後退
日立造船などのシミュレーション技術力

⇒浮体式での巻き返しに期待

〇世界の現状

欧州諸国のリード：ドイツ⇒発電量に占める割合で再生可能エネルギーが火力発電を凌駕
（内、風力発電は25％を占める）

洋上風力発電メーカー市場シェア

1．Siemens Gamesa（スペイン）
2．MHIヴェスタス（デンマーク）
3．Shanghai Electric Wind Energy（中国）



Ⅱ． 廃プラスチックへの取り組み
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生活と環境5月号
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Ⅲ.観光と地域

奥の細道「月日は百代の過客にして、行きかふ
年も又旅人也」

蕉風俳諧の理想：不易流行

（革新の連続が伝統を維持するという信念）

1689年、既に名声を確立し安定した地位と生活
を手に入れた彼は、定まった生活に安住するこ
とで、自らの創造性への意欲が劣化することを
恐れ、見知らぬ地と新たな人との出会いを求め
て、奥州への旅に出た。

松尾芭蕉（1644年～1694年）

奥の細道行脚の図（天理大学付属天理図書館蔵） 28



https://www.matsushima-kanko.com/miryoku/

「日本三景の島々 松島」より
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https://www.thr.mlit.go.jp/road/koutsu/Michi-no-Eki/kouen/kouen.html

「東北の国立公園・国定公園」より



東北地方の世界遺産
①自然遺産「白神山地」
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②文化遺産「平泉」

https://www.shirakami-visitor.jp/
「白神山地ビジターセンター」より

https://www.town.hiraizumi.iwate.jp/heritage/index.html
「平泉の文化遺産」より



サステナビリティと観光
（立命館アジア太平洋大学 学長 出口治明氏）

○持続可能性と観光を学ぶことの意義

「サステナブルであるものは観光であり、また
観光はサステナブルそのものである。世界との
つながりの中で地域の価値を見いだし、

持続可能な観光が人を幸せにし、地球社会と

環境を成長させる、それがまた観光資源となり
地域を継続的に支えていく。」
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講師紹介

日本環境衛生センター

理事長 南川秀樹

右の記事は、読売新聞の取材
にて、仕事に対する考え方や
人生に影響のあった本を紹介
している。
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読売新聞2022年10月7日


